
令和6年度 就労証明書の記載要領

証明日～記載者連絡先までご記入ください。

なお、押印及び訂正印は不要です。

[No.2]本人氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、生年月日は必ずご記入ください。

記入がない場合、対象者の特定ができず、不備となります。

[No.3]雇用開始日を忘れずにご記入ください。

また、雇用期間が「有期」の場合は、更新予定の有無を

[No.16]へご記入ください。入所の申込結果に関係なく就労

開始の場合は、その旨を[No.14]備考欄にご記入ください。

[No.4]在宅勤務等がある場合でも、会社の所在地をご記入ください。

[No.5]自営業の場合、別途「自営を証明する書類」及び「自営の

継続性を証明する書類」の提出が必要です。

[No.6]就労時間の項目は、固定・変則のどちらか該当する就

労形態について、時間や日数等すべてを必ずご記入ください。

[No.7]就労実績は、直近３ヶ月分(育休の場合は、育休

前)をご記入ください。記入ができない場合、その理由に

ついて[No.14]備考欄にご記入ください。※就労が「内

定」の場合は、見込みや実績の記載は不要です。

[No.9]記載された育児休業期間より、さらに延長が可能な場合は、改め

て就労証明書の提出が必要です。なお、個人事業主、その他（内職者、

家族従事者、事業委託）の方は、[No.8～11]の記載は不要です。

[No.11]育休から復帰可能な年月日をご記入ください。

なお、入所が決まり次第、育休を短縮して切上復帰ができるかどうかの

可否を[No.17]へご記入ください。復職の場合、別途「復帰済み」とし

て改めて就労証明書を提出いただくか、「復職を証明する書類」の提出

が必要となります。

追加的記載項目欄のうち[No.16～18]で該当がある場合は記入してください。

[No.15]通勤手段について、在宅勤務の場合は「その他（在宅勤務）」と、自

営や内職等で勤務先が自宅の場合は、「その他（自宅）」とご記入ください。

[No.14]備考欄（書き方の例）

・就労先が内定の場合：「保育所入所の結果に関係なく、上記の勤務時間で就労開始」

※入所ができ次第、[No.6]に記載された就労開始日・就労時間で勤務される場合には、備考の記載は不要。

・実績不足：「就労実績は、※※のため、記載できません」「○月は※※のため実績が少ない」

・育休について：「○○年○○月○○日まで育休期間の延長可能」

※入所内定により、育休を短縮して復帰できるかどうかの可否について、[No.17]へご記入ください。


